
ハンガリー体育大学視察員が日本武道館を表敬訪問

令和６年度全国都道府県立武道館協議会
事務担当者会議を開催
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心月無想柳流柔術心月無想柳流柔術

第
48
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
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て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

開
会
式
終
了
後
は
古
武
道
功
労
者
表
彰

に
移
り
、
心
月
無
想
柳
流
柔
術
宗
家
十
二

世
岩
永
源
三
郎
氏
と
、
雲
弘
流
剣
術
第
十

九
代
宗
家
井
上
弘
道
氏
が
受
章
し
た
。

　

演
武
は
２
部
制
で
行
わ
れ
、
一
部
は
小

笠
原
流
弓
馬
術
の
演
武
を
皮
切
り
に
、
古

武
道
功
労
者
受
章
の
雲
弘
流
剣
術
へ
と
続

い
た
。
雲
弘
流
剣
術
で
は
洗
練
さ
れ
た
技

の
数
々
が
披
露
さ
れ
、
演
武
終
了
後
に
井

上
宗
家
は
「
古
武
道
功
労
者
表
彰
を
い
た

だ
い
た
の
で
『
こ
れ
が
日
本
の
古
武
道

だ
』
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
」
と

述
べ
た
。

　

二
部
は
古
武
道
功
労
者
受
章
の
心
月
無

想
柳
流
柔
術
の
演
武
か
ら
始
ま
っ
た
。
演

武
で
は
素
手
の
相
手
に
対
す
る
動
き
の
ほ

か
、
太
刀
な
ど
の
武
器
を
持
っ
た
相
手
に

対
す
る
術
も
披
露
し
、
観
客
の
目
を
引
い

た
。
演
武
終
了
後
の
岩
永
源
三
郎
宗
家
は

「
少
し
力
み
が
で
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
表
現
い
た
し
ま

し
た
」
と
述
べ
た
。
こ
の
日
最
後
の
演
武

は
陽
流
砲
術
。
心
地
良
い
静
寂
の
中
、
大

迫
力
の
発
射
音
が
会
場
中
に
響
き
渡
り
、

観
客
席
か
ら
は
ざ
わ
め
き
が
起
こ
っ
た
。

派
手
や
か
な
演
武
で
景
気
良
く
大
会
を
締

め
括く
く

っ
た
。

　

第
48
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
（
主
催

＝
日
本
武
道
館
、
日
本
古
武
道
協
会
）

が
、
２
月
２
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
。
古
武
道
35
流
派
・
約
250
名
が
集
結

し
、
約
１
８
０
０
名
の
観
客
の
前
で
演
武

を
披
露
し
た
。
大
会
で
は
古
武
道
愛
好
家

た
ち
が
各
流
派
の
演
武
に
熱
視
線
を
送
り

大
盛
況
と
な
っ
た
。♢

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ

た
。
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・

事
務
局
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て

国
歌
斉
唱
の
後
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館

会
長
・
日
本
古
武
道
協
会
会
長
が
挨
拶
。

「
皆
様
方
が
、
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の

流
派
の
保
存
・
継
承
・
発
展
の
た
め
に
日

夜
ご
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
の
時
代
は
、

古
武
道
が
ま
す
ま
す
日
本
の
誇
る
べ
き
伝

統
文
化
と
し
て
広
く
国
民
に
注
目
さ
れ
、

評
価
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
時
代
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。
続
い

て
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
理
事
長
・
日
本

古
武
道
協
会
理
事
長
が
「
古
武
道
の
技
と

心
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
会
場
に
お
越

し
の
皆
様
、
大
会
の
映
像
を
通
し
て
日
本

は
も
と
よ
り
世
界
に
、
古
武
道
の
真
髄
を

ご
堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
期
待
し

令和６年度古武道功労者表彰令和６年度古武道功労者表彰
（左から）井上弘道氏、高村正彦会長、岩永源三郎氏（左から）井上弘道氏、高村正彦会長、岩永源三郎氏 多くの古武道愛好家が来場した多くの古武道愛好家が来場した

𠮷川英夫𠮷川英夫
日本武道館日本武道館

常任理事・事務局長常任理事・事務局長

高村正彦高村正彦
日本武道館会長日本武道館会長

日本古武道協会会長日本古武道協会会長

川端達夫川端達夫
日本武道館理事長日本武道館理事長

日本古武道協会理事長日本古武道協会理事長

内田康介内田康介
日本古武道協会日本古武道協会
理事・事務局長理事・事務局長
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ニュース　日本古武道演武大会ニュース　日本古武道演武大会

①小笠原流弓馬術①小笠原流弓馬術

③宝蔵院流高田派槍術③宝蔵院流高田派槍術④竹内流柔術　日下捕手開山④竹内流柔術　日下捕手開山

⑨立身流兵法⑨立身流兵法

⑩⑩神道夢想流杖術神道夢想流杖術

⑫澁川流柔術⑫澁川流柔術 ⑯卜傳流剣術⑯卜傳流剣術

⑭⑭直心影流薙刀術直心影流薙刀術

式
法
に
あ
っ
た
美
し
い
所
作
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②雲弘流剣術②雲弘流剣術

⑥貫心流居合術⑥貫心流居合術

⑦琉球古武術⑦琉球古武術

⑪無雙直傳英信流居合術⑪無雙直傳英信流居合術⑰尾張貫流槍術⑰尾張貫流槍術

㉓大東流合気柔術琢磨会㉓大東流合気柔術琢磨会
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ニュース　日本古武道演武大会ニュース　日本古武道演武大会

⑬⑬初實剣理方一流剣術初實剣理方一流剣術

⑲鹿島新當流剣術⑲鹿島新當流剣術

㉔天道流薙刀術㉔天道流薙刀術

㉕當田流剣術㉕當田流剣術 ㉖和道流柔術拳法㉖和道流柔術拳法

㉘長谷川流和術㉘長谷川流和術

㉛柳生心眼流體術㉛柳生心眼流體術

独
特
な
太
刀
筋
か
ら
繰
り
出
す
瞬
発
の
技
々
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⑮⑮鐘鐘捲捲流抜刀術流抜刀術

⑳関口流抜刀術⑳関口流抜刀術

㉑金硬流唐手・沖縄古武術㉑金硬流唐手・沖縄古武術

㉒㉒兵法タイ捨流兵法タイ捨流 ㉗㉗甲源一刀流剣術甲源一刀流剣術

⑧為我流派勝新流柔術⑧為我流派勝新流柔術

㉙水鷗流居合剣法・正木流鎖鎌術㉙水鷗流居合剣法・正木流鎖鎌術
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㉞天神真楊流柔術㉞天神真楊流柔術

㉝小野派一刀流剣術㉝小野派一刀流剣術

㉚神道無念流剣術㉚神道無念流剣術

㉟陽流砲術㉟陽流砲術

⑤野田派二天一流剣術⑤野田派二天一流剣術

㉜㉜戸田派武甲流薙刀術戸田派武甲流薙刀術

「
心
眼
掌
一
致
」
の
射
技
で
轟
く
砲
声

各
流
派
の
解
説
を
音
声
で
発
信

今大会では新たに音声ガイドを導入した。
観客は自身のスマートフォンから専用ペー
ジにアクセスし、解説を聞きながら、より
古武道への理解を深めた。
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出
場
流
派
・
演
武
者
一
覧
（
演
武
順
）

①
小
笠
原
流
弓
馬
術

小
笠
原
清
基
、鎌
形
佐
知
夫
、吉
田
昌
伸
、

佐
藤
昌
二
、
飯
島
陽
一
、
玉
川
智
、
吉
田

亜
未
、
星
野
真
理
子
、
鎌
形
雅
子
、
宇
田

川
照
子

②
雲
弘
流
剣
術

井
上
弘
道
、
井
上
照
貴

③
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術

駒
喜
多
学
、
尾
野
好
司
、
若
林
幹
雄
、
土

屋
明
洋
、
高
橋
英
樹
、
西
本
昌
永
、
加
藤

了
嗣
、
田
口
昌
昭
、
冨
山
忠
和
、
西
堀
清

作④
竹
内
流
柔
術
日
下
捕
手
開
山

竹
内
藤
一
郎
、
竹
内
久
朋
、
氏
房
功
、
八

木
隆
志

⑤
野
田
派
二
天
一
流
剣
術

荒
木
章
博
、
松
永
李
勝
、
勝
田
兼
充
、
勝

田
晴
美

⑥
貫
心
流
居
合
術

松
本
秀
邦
、
石
田
隆
、
守
山
健
三
、
重
吉

伸
一
、
渡
邉
孝
敏
、
上
田
峻
平
、
安
食
敬

太⑦
琉
球
古
武
術

井
上
貴
勝
、
岡
林
俊
雄
、
増
渕
淳
一
、
髙

橋
淳
也
、
梅
田
寛
、
小
口
卓

⑧
為
我
流
派
勝
新
流
柔
術

根
本
憲
一
、
谷
啓
二
、
村
木
浩
治
、
沢
幡

伸
男
、
加
瀬
大
輔
、
小
國
英
智

⑨
立
身
流
兵
法

加
藤
紘
、
加
藤
敦
、
斎
藤
勝
、
菅
家
啓
一
、

江
尻
裕
介
、
山
﨑
恒
弥
、
渡
辺
紳
一
、
石

毛
勝
也
、
桑
原
実
、
梅
谷
咲
太
郎
、
大
畑

勇
気
、
前
田
稠
、
本
橋
浩
介

⑩
神
道
夢
想
流
杖
術

神
代
孝
一
、
福
田
博
文
、
坂
上
亨
、
藤
井

喜
代
子
、
髙
嶋
憲
一
郎
、
髙
嶋
由
紀
、
大

島
谷
仁
、
渡
邊
ロ
マ
ン

⑪
無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
術

関
口
髙
明
、
中
野
園
子
、
金
景
煥
、
関
口

髙
一
、
関
口
心
明
、
ブ
ラ
ン
ド
ン
バ
ー
ケ

ッ
ト
、エ
ベ
レ
ッ
ト
リ
ー
、テ
リ
ー
レ
ン
、

デ
イ
エ
ゴ
ボ
ネ
ッ
タ
、
チ
ャ
ド
ビ
ア
ー

ズ
、
ロ
バ
ー
ト
マ
ク
ダ
オ
ル
、
ホ
セ
オ
ー

リ
ッ
キ

⑫
澁
川
流
柔
術

吉
野
明
嗣
、
村
井
道
由
、
東
英
章
、
ス
ト

ー
ネ
ル
・
リ
チ
ャ
ー
ド
、
南
谷
洋
行

⑬
初
實
剣
理
方
一
流
剣
術

植
月
求
、
植
月
重
幸
、
正
木
英
登

⑭
直
心
影
流
薙
刀
術

関
根
惠
児
、
福
岡
輝
美
、
栗
原
久
子
、
資

延
妙
子
、
横
山
公
仁
子
、
大
洲
啓
子
、
大

林
栄
子
、
菅
野
佳
子
、
松
下
て
つ
子
、
小

林
典
子
、
菅
野
幸
子
、
杉
本
恵
子
、
島
田

典
子

⑮
鐘
捲
流
抜
刀
術

楢
原
弘
之
、
柚
木
一
男
、
俣
野
勝
美
、
河

野
広
司
、
島
田
和
行

⑯
卜
傳
流
剣
術

小
山
秀
弘
、
小
山
隆
秀
、
小
山
花
恵
、
小

山
秀
晃

⑰
尾
張
貫
流
槍
術

下
村
幸
裕
、
神
戸
信
夫
、
下
村
直
樹
、
森

治
紀
、
神
原
会
弥
、
赤
羽
根
大
介
、
若
尾

洋
子
、
佐
藤
博
、
木
村
凌
弥
、
遠
山
拓
也
、

真
辺
大
暉
、
川
上
諒
、
西
皆
子
、
レ
ア
ン

ド
ロ
=
ナ
ポ
リ
タ
ノ
、
小
池
祐
紀
、
井
上

学
、
増
田
周
平
、
西
脇
武
士
、
新
垣
ダ
ニ

エ
ル

⑱
心
月
無
想
柳
流
柔
術

岩
永
源
三
郎
、
桑
波
田
秀
祐
、

N
oahG

reenstone

、
奥
村
宗
一
郎
、
仲

尾
昭
二
、M

ave V
elo

、James Hill

、

Braiden W
icks

、Zachary Hardisty

、

Hannah W
ahlsten

⑲
鹿
島
新
當
流
剣
術

岡
見
安
宏
、
横
尾
廣
美
、
今
井
淳
也
、
小

松
崎
政
史
、
保
立
航
、
浜
本
源
太

⑳
関
口
流
抜
刀
術

松
岡
秀
樹
、
麻
野
和
巳
、
中
山
洋
一
、
林

憲
一
、
大
西
秀
雄
、
上
原
征
二
、
平
川
拓

洋
、
山
内
隆
明
、
本
山
亮
、
米
谷
明
、
米

谷
香
織
、
原
裕
二

㉑
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術

早
坂
義
文
、
大
村
朝
洋
、
早
坂
ゆ
か
り
、

江
幡
妙
子
、
佐
々
木
透
、
植
松
哲
司

㉒
兵
法
タ
イ
捨
流

上
原
エ
リ
子
、山
本
隆
博
、田
添
信
一
郎
、

井
上
義
一
、
田
中
英
樹
、A

lex A
llera

、

G
ianluca Polignano

、D
aniel Trauner

㉓
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会

小
林
明
彦
、
髙
梨
智
子
、
福
本
隆
至
、
乗

竹
宏
明
、M

eamsA
lex

、
石
濱
嗣
敏

㉔
天
道
流
薙
刀
術

木
村
恭
子
、
田
室
美
知
子
、
浦
部
育
子
、

小
野
由
紀
子
、
廣
瀬
幸
子
、
玉
置
捷
子
、

野
崎
恵
美
、
中
段
亜
由
美
、
酒
井
美
幸
、

近
藤
圭
恵
、
木
村
有
里
、
清
水
真
由
美
、

角
薫
、
木
村
充

㉕
當
田
流
剣
術

神
亮
太
、
齊
藤
滉
樹

㉖
和
道
流
柔
術
拳
法

大
塚
博
紀
、
寺
田
英
視
、
坂
巻
明
、
押
田

良
光
、
三
田
篤
、
ロ
ヒ
ヤ
フ
ァ
ン
デ
ル
フ

ェ
ル
デ

㉗
甲
源
一
刀
流
剣
術

坂
本
旭
、
坂
本
浩
文
、
逸
見
義
清

㉘
長
谷
川
流
和
術

桑
原
巡
、
倉
田
勝
己
、
逸
見
彰
一
、
石
原

賢
一
、
小
野
晴
佳

㉙
水
鷗
流
居
合
剣
法
・
正
木
流
鎖
鎌
術

勝
瀬
文
孝
、
青
木
秀
澄
、
後
藤
清
隆
、
カ

ン
デ
ィ
ー
・
ア
ン
ト
ニ
ー
、
池
田
育
生
、

山
本
亮

㉚
神
道
無
念
流
剣
術

小
川
武
、
萩
崎
昭
、
齊
藤
政
文
、
中
舘
秀

光
、
落
合
毅
、
土
屋
正
則
、
相
馬
功
一
、

城
﨑
健
太
郎
、
玉
根
純
也
、
浅
野
史
明
、

中
野
雅
浩
、
山
谷
怜
子
、
掛
川
成
彦
、
神

明
新
太
郎
、
吉
田
明
永
、
中
村
唯

㉛
柳
生
心
眼
流
體
術

梶
塚
靖
司
、
寺
久
保
敦
也
、
高
橋
慶
太
、

谷
野
文
弥
、
吉
岡
一
紀
、
藤
澤
勝
也
、
沢

田
滋
野
、
ハ
ー
バ
ー
出
人
、
谷
田
悠
介

㉜
戸
田
派
武
甲
流
薙
刀
術

建
入
久
代
、
永
埜
浩
司
、
本
多
日
向
子
、

小
野
貴
史

㉝
小
野
派
一
刀
流
剣
術

矢
吹
裕
二
、
石
崎
徹
、
浅
井
雅
史
、
庄
嶋

卓
司

㉞
天
神
真
楊
流
柔
術

坂
本
忠
彦
、
渡
邊
卓
也
、
岩
倉
淳
、
小
澤

修
一
、
柴
田
裕
一
郎

㉟
陽
流
砲
術

尾
上
城
由
江
、
渡
辺
利
秀
、
藤
川
繁
昌

（
以
上
35
流
派
、
敬
称
略
）
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ニュース　全国都道府県立武道館協議会事務担当者会議

令和６年度全国都道府県立武道館協議会事務担当者会議

　

令
和
６
年
度
全
国
都
道
府
県
立
武
道

館
協
議
会
事
務
担
当
者
会
議
が
１
月

27
・
28
日
、
日
本
武
道
館
中
道
場
棟
で

開
催
さ
れ
た
。
同
協
議
会
に
加
盟
す
る

全
国
の
都
道
府
県
立
武
道
館
か
ら
36

館
、
40
名
の
事
務
担
当
者
が
集
ま
り
、

意
見
・
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

研
修
会
・
地
方
青
少
年
武
道
錬
成
大
会
」

（
以
下
、
共
催
事
業
）
の
説
明
で
は
、
事

業
の
成
り
立
ち
と
沿
革
を
述
べ
た
の
ち
、

全
国
100
カ
所
以
上
で
行
わ
れ
て
い
る
共
催

事
業
全
て
が
国
庫
補
助
対
象
事
業
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
。

　

次
に
全
体
会
②
で
は
、
根
本
和
彦
日
本

武
道
館
総
務
部
副
参
事
兼
会
計
課
長
が
、

共
催
事
業
の
経
費
処
理
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
次
年
度
か
ら
の
経
費
処
理
の
変

更
点
に
つ
い
て
、
事
前
に
行
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
も
と
に
実
務
に
沿
っ
た
説
明

が
な
さ
れ
た
。
手
順
の
説
明
で
は
、
共
催

事
業
の
実
務
を
担
当
す
る
参
加
者
か
ら
多

く
の
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
活
発
な
情

報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

全
体
会
終
了
後
に
休
憩
を
挟
み
、
参
加

者
主
体
で
行
わ
れ
る
分
科
会
に
移
っ
た
。

参
加
者
は
13
、
14
名
の
３
班
に
分
か
れ
、

司
会
は
全
武
協
の
事
務
を
担
当
す
る
日
本

武
道
館
普
及
課
職
員
が
務
め
た
。
１
日
目

は「
共
催
事
業
の
申
請
種
目
の
選
定
方
法
」

に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。
各
加
盟
館
で

の
選
定
方
法
に
つ
い
て
報
告
し
、
実
務
で

の
問
題
点
な
ど
の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。

　

分
科
会
終
了
後
、
日
本
武
道
館
の
施
設

見
学
を
行
っ
た
。
普
及
課
職
員
が
案
内

し
、
大
道
場
、
増
改
築
さ
れ
た
中
道
場
、

■
１
日
目
（
１
月
27
日
）

　

初
め
に
、
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
常
任

理
事
・
事
務
局
長
が
開
会
挨
拶
を
述
べ
、

次
に
事
務
局
か
ら
出
席
者
全
員
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
。

　

会
議
で
は
、
初
め
に
全
体
会
①
と
し

て
、
永
嶋
信
哉
日
本
武
道
館
振
興
部
長
兼

普
及
課
長
が
、
日
本
武
道
館
お
よ
び
全
国

都
道
府
県
立
武
道
館
協
議
会
（
以
下
、
全

武
協
）
の
歴
史
お
よ
び
事
業
の
概
要
を
説

明
し
た
。
日
本
武
道
館
と
各
加
盟
館
の
共

催
事
業
で
あ
る
「
地
域
社
会
武
道
指
導
者

開会挨拶を述べる𠮷川英夫開会挨拶を述べる𠮷川英夫
日本武道館常任理事・事務局長日本武道館常任理事・事務局長

全国の武道館事務担当者が情報交換全国の武道館事務担当者が情報交換

全体会①で永嶋信哉日本武道館振興部長兼普及課長（左手前）の説明を聞く参加者全体会①で永嶋信哉日本武道館振興部長兼普及課長（左手前）の説明を聞く参加者
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◉
全
国
都
道
府
県
立
武
道
館
協
議
会

と
同
事
務
担
当
者
会
議
の
概
要

　

全
国
都
道
府
県
立
武
道
館
協
議
会

は
、
全
国
各
地
に
点
在
す
る
都
道
府
県

立
武
道
館
が
施
設
の
運
営
や
事
業
に

つ
い
て
意
思
の
疎
通
を
図
る
と
と
も

に
、
十
分
な
協
力
体
制
を
取
れ
る
よ
う

昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年
に
設
立
さ
れ

た
協
議
会
（
設
立
時
は
「
全
国
公
立
武

道
館
協
議
会
」。
昭
和
56〈
１
９
８
１
〉

年
に
改
組
し
て
現
名
称
へ
改
称
）。

　

事
務
担
当
者
会
議
は
、
全
武
協
事
業

の
円
滑
な
実
施
や
加
盟
館
の
管
理
運

営
の
向
上
に
繋つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
各
館
の
窓
口
と
な
る
事
務
担
当

者
が
意
見
を
交
換
す
る
場
と
し
て
、
３

年
に
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

武
道
教
室
を
行
っ
て
い
る
小
道
場
、
畳
が

収
納
さ
れ
て
い
る
倉
庫
、
搬
出
入
用
リ
フ

タ
ー
な
ど
を
見
学
し
た
。
質
問
に
は
施

設
・
設
備
を
管
理
す
る
施
設
課
の
職
員
が

答
え
た
。
参
加
者
は
職
員
の
説
明
に
熱
心

に
聞
き
入
り
、
質
問
を
し
た
り
設
備
の
写

真
撮
影
を
し
た
り
し
な
が
ら
館
内
を
見
学

し
た
。

■
２
日
目
（
１
月
28
日
）

　

分
科
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
１
日
目
と

同
様
の
班
に
分
か
れ
て
会
議
が
行
わ
れ

た
。
２
日
目
は
主
に
以
下
の
内
容
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

「
収
入
確
保
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
」

「
武
道
教
室
の
講
師
の
選
定
方
法
に
つ
い

て
」

「
共
催
事
業
に
つ
い
て
の
疑
問
点・質
問
」

　

各
加
盟
館
の
事
務
担
当
者
と
し
て
日
々

実
務
に
あ
た
っ
て
い
る
参
加
者
は
、
現
場

の
実
情
を
共
有
し
合
い
、
改
善
点
な
ど
を

話
し
合
っ
た
。

　

分
科
会
終
了
後
は
全
体
会
を
開
き
、
分

科
会
報
告
が
行
わ
れ
た
。
各
分
科
会
か
ら

選
ば
れ
た
代
表
者
が
１
名
ず
つ
報
告
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
行
わ
れ
た
話

し
合
い
の
内
容
を
共
有
し
た
。

（
分
科
会
報
告
の
概
要
は
次
ペ
ー
ジ
）

全体会②　共催事業の経費処理についての説明。根本和彦日本武道館総務部全体会②　共催事業の経費処理についての説明。根本和彦日本武道館総務部
副参事兼会計課長（左奥）が事業の精算方法の変更点について説明を行った副参事兼会計課長（左奥）が事業の精算方法の変更点について説明を行った

分科会では、活発な意見交換がなされた分科会では、活発な意見交換がなされた

日本武道館の施設見学の様子②。日本武道館の施設見学の様子②。
中道場の床材やコーティング方法を興味深く見学する中道場の床材やコーティング方法を興味深く見学する

日本武道館の施設見学の様子①。日本武道館の施設見学の様子①。
大道場の見学をする参加者大道場の見学をする参加者
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ニュース　全国都道府県立武道館協議会事務担当者会議

都道府県都道府県 加盟館加盟館 出席者出席者 都道府県都道府県 加盟館加盟館 出席者出席者
北海道北海道 北海道立総合体育センター北海道立総合体育センター 河津 祐二河津 祐二 岐阜県岐阜県 岐阜メモリアルセンター岐阜メモリアルセンター 水谷 智廣水谷 智廣
青森県青森県 青森県武道館青森県武道館 櫻庭 知基櫻庭 知基 静岡県静岡県 静岡県武道館静岡県武道館 浦山 康博浦山 康博
岩手県岩手県 岩手県営武道館岩手県営武道館 千葉 秀樹千葉 秀樹 愛知県愛知県 愛知県武道館愛知県武道館 金田 朋久金田 朋久
宮城県宮城県 宮城県第二総合運動場宮城県第二総合運動場 岩川 哲平岩川 哲平 三重県三重県 三重武道館三重武道館 佐藤 昭人佐藤 昭人
秋田県秋田県 秋田県立武道館秋田県立武道館 加藤 功一加藤 功一 滋賀県滋賀県 滋賀県立体育館・武道館管理センター滋賀県立体育館・武道館管理センター 岩崎 貴文岩崎 貴文
山形県山形県 山形県武道館山形県武道館 菅原 進菅原 進 兵庫県兵庫県 兵庫県立武道館兵庫県立武道館 水嶋 義広水嶋 義広
福島県福島県 福島県営あづま総合体育館福島県営あづま総合体育館 尾形 省二尾形 省二 和歌山県和歌山県 和歌山県立武道館和歌山県立武道館 米倉 敬視米倉 敬視
茨城県茨城県 東日本技術研究所武道館東日本技術研究所武道館 平澤 誉志幸平澤 誉志幸 鳥取県鳥取県 鳥取県立武道館鳥取県立武道館 重高 邦正重高 邦正
埼玉県埼玉県 埼玉県立武道館埼玉県立武道館 松澤 和男松澤 和男 島根県島根県 島根県立武道館島根県立武道館 飯塚 佑飯塚 佑
千葉県千葉県 千葉県総合スポーツセンター武道館千葉県総合スポーツセンター武道館 桒田 勝次桒田 勝次 岡山県岡山県 岡山武道館岡山武道館 平田 龍太郎平田 龍太郎
〃〃 〃〃 藤本 幸璽藤本 幸璽 徳島県徳島県 徳島県立中央武道館徳島県立中央武道館 小島 桂太小島 桂太
東京都東京都 東京武道館東京武道館 石﨑 正弘石﨑 正弘 香川県香川県 香川県立武道館香川県立武道館 山脇 世依山脇 世依
〃〃 〃〃 河野 里織河野 里織 愛媛県愛媛県 愛媛県武道館愛媛県武道館 越智 陽介越智 陽介
神奈川県神奈川県 シンコースポーツ神奈川県立武道館シンコースポーツ神奈川県立武道館 池邉 曜池邉 曜 高知県高知県 高知県立武道館高知県立武道館 岡村 千秋岡村 千秋
〃〃 〃〃 村山 恵祐村山 恵祐 福岡県福岡県 福岡県立スポーツ科学情報センター福岡県立スポーツ科学情報センター 柿本 達郎柿本 達郎
〃〃 横浜武道館横浜武道館 大山 圭子大山 圭子 長崎県長崎県 長崎県立武道館長崎県立武道館 川尻 小奈江川尻 小奈江
〃〃 〃〃 田村 晋田村 晋 熊本県熊本県 熊本武道館熊本武道館 白石 祐太白石 祐太
山梨県山梨県 山梨県小瀬スポーツ公園武道館山梨県小瀬スポーツ公園武道館 小林 裕弥小林 裕弥 宮崎県宮崎県 ひなた武道館（宮崎県武道館）ひなた武道館（宮崎県武道館） 中馬 望中馬 望
福井県福井県 福井県立武道館福井県立武道館 宮本 公裕宮本 公裕 鹿児島県鹿児島県 鹿児島県総合体育センター鹿児島県総合体育センター 宮久保 美鈴宮久保 美鈴
長野県長野県 長野県立武道館長野県立武道館 内田 賢悟内田 賢悟 沖縄県沖縄県 沖縄県立武道館沖縄県立武道館 徳嶺 亜矢乃徳嶺 亜矢乃

●参加者一覧●参加者一覧（敬称略）（敬称略）

分
科
会
報
告
（
概
要
）分科会分科会

◉
Ａ
班
（
北
海
道
・
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・

秋
田
・
山
形
・
福
島
・
千
葉
・

東
京
・
神
奈
川
・
横
浜
・
福
井
・

長
野
）

　

共
催
事
業
の
種
目
選
定
に
つ
い
て
は
、

各
武
道
連
盟
に
希
望
調
査
を
実
施
し
て
選

定
し
て
い
る
加
盟
館
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
が
、
武
道
連
盟
９
種
目
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
組
み
、
順
番
に
全
武
道
種
目
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
館
も
あ
り
、
取
り
組
み

の
実
施
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

収
入
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
加

盟
館
で
施
設
稼
働
率
の
向
上
が
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
道
場
の
空
き
コ
マ
を
武
道
以

外
の
団
体
利
用
に
貸
し
出
し
活
用
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
が
挙
げ
ら
れ
た
。
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の

貸
出
や
、
ヨ
ガ
や
書
道
な
ど
の
体
験
教
室

の
実
施
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

各
武
道
館
で
実
施
し
て
い
る
武
道
教
室

の
講
師
選
定
方
法
は
、
い
ず
れ
も
各
県
の

連
盟
が
推
薦
し
た
指
導
者
に
依
頼
す
る
形

式
が
多
く
、
講
師
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

◉
Ｂ
班
（
茨
城
・
埼
玉
・
千
葉
・
東
京
・

神
奈
川
・
横
浜
・
山
梨
・
岐
阜
・

静
岡
・
愛
知
・
三
重
・
滋
賀
・

兵
庫
・
和
歌
山
）

　

共
催
事
業
の
種
目
選
定
に
つ
い
て
は
、

地
域
内
で
の
活
動
が
活
発
で
は
な
い
武
道

団
体
が
あ
り
、
各
市
町
村
団
体
ま
で
希
望

調
査
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
難
し
い
状

況
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
部
の
地
域

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
競
技
人
口
が
少

な
い
種
目
は
近
県
か
ら
の
愛
好
者
も
募
っ
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分科会Ｂ班代表者分科会Ｂ班代表者
小林裕弥氏（山梨県）小林裕弥氏（山梨県）

て
事
業
を
実
施
し
、
開
催
地
は
ブ
ロ
ッ
ク

内
で
持
ち
回
り
で
行
う
方
法
が
共
有
さ
れ

た
。

　

専
門
的
な
設
備
が
必
要
な
種
目
（
弓

道
、相
撲
な
ど
）の
事
業
実
施
に
つ
い
て
、

武
道
館
内
に
専
用
の
設
備
が
な
く
、
事
業

開
催
の
希
望
が
あ
っ
て
も
実
施
で
き
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
新
た
に
会
場
使
用
料

が
運
営
経
費
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
外
部

施
設
の
利
用
が
可
能
に
な
り
、
事
業
実
施

に
繋
げ
ら
れ
る
と
い
う
展
望
が
述
べ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
現
状
は
加
盟
館
を
会
場
と

し
た
事
業
実
施
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
規
則
の
変
更
を
希
望
す
る
意
見
が
上

が
っ
た
。

　

武
道
教
室
の
講
師
の
定
年
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
の
県
も
定
年
退
職
制
度
は
設

け
て
い
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
参
加

者
に
つ
い
て
も
、
年
齢
の
上
限
を
設
け
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
代
わ
り
に
80
歳
以

上
の
方
が
参
加
す
る
場
合
に
家
族
の
同
意

を
得
る
と
い
う
対
策
を
と
っ
て
い
る
団
体

の
実
施
例
が
報
告
さ
れ
た
。

◉
Ｃ
班
（
鳥
取
・
島
根
・
岡
山
・
徳
島
・

香
川
・
愛
媛
・
高
知
・
福
岡
・

長
崎
・
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
・

沖
縄
）

　

武
道
館
施
設
の
稼
働
率
を
上
げ
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
立
武
道
館
で
は

会
議
室
を
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
の
教
室
に
貸

し
出
し
た
り
、
岡
山
武
道
館
で
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ

ー
の
プ
ロ
リ
ー
グ
の
試
合
会
場
と
し
て
使

用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
な
ど
、
武
道
館
の

堅
い
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
払
い
、
多
く
の
人

が
訪
れ
や
す
く
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
一
方

で
、
武
道
場
は
床
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
武
道
種
目
以
外
に
使
用
し
て
も
ら
う

際
は
ル
ー
ル
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い

と
い
う
課
題
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。

　

武
道
教
室
講
師
の
定
年
制
度
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
加
盟
館
が
高
齢
の
講
師
に
退

任
を
申
し
出
し
に
く
く
、
若
手
指
導
者
へ

の
世
代
交
代
が
上う

手ま

く
進
ま
な
い
と
い
う

現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

分科会Ａ班代表者分科会Ａ班代表者
宮本公裕氏（福井県）宮本公裕氏（福井県）

分科会Ｃ班代表者分科会Ｃ班代表者
飯塚佑氏（島根県）飯塚佑氏（島根県）
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ニュース　ハンガリー体育大学視察員による表敬訪問

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
で
の
武
道
普
及
を
目
指
し
て
意
見
交
換

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
で
の
武
道
普
及
を
目
指
し
て
意
見
交
換

ハ
ン
ガ
リ
ー
体
育
大
学
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
体
育
大
学
の

視
察
員
が
日
本
武
道
館
を
訪
問

視
察
員
が
日
本
武
道
館
を
訪
問

　

２
月
２
日
、
開
学
100
年
を
迎
え
た
ハ
ン

ガ
リ
ー
唯
一
の
体
育
大
学
で
あ
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
大
学
（
以

下
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
体
育
大
学
）
の
視
察
員

４
名
が
日
本
武
道
館
を
表
敬
訪
問
し
、
同

国
の
武
道
教
育
等
の
報
告
、
意
見
交
換
等

を
行
い
、
同
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
第
48
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
を

見
学
し
た
。

𠮷川常任理事・事務局長（右）は視察員らと握手を交わした

意見交換の様子

〇
表
敬
訪
問

　

同
日
の
午
後
１
時
30
分
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

体
育
大
学
の
視
察
員
は
日
本
武
道
館
に
到

着
し
、
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
常
任
理

事
・
事
務
局
長
が
出
迎
え
た
。

　

𠮷
川
常
任
理
事
・
事
務
局
長
は
「
令
和

４
年
度
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
日
本
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
を
結
ぶ
武
道
文
化
交
流
事
業
で
は

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
日
は
日
本
古
武
道
演
武
大
会
を

開
催
し
て
お
り
、
柔
術
・
剣
術
な
ど
の
各

流
派
の
特
徴
が
よ
く
見
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
じ
っ
く
り
と
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
て
、
同
国
の
武
道
教
育
等
の

報
告
、
意
見
交
換
へ
と
移
っ
た
。

　

視
察
員
の
質
問
に
対
し
、
吉
川
常
任
理

事
・
事
務
局
長
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

Ｑ�

．
本
日
開
催
さ
れ
て
い
る
日
本
古
武
道

演
武
大
会
の
意
義
は
何
で
す
か
。

Ａ�

．
国
庫
補
助
対
象
事
業
と
し
て
開
催
し

て
お
り
、
日
本
武
道
の
源
流
を
よ
り
多

く
の
方
に
披
露
し
て
「
技
と
心
」
を
磨

き
、
我
が
国
の
伝
統
文
化
で
あ
る
古
武

道
を
保
存
・
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ�

．
空
手
道
を
学
校
で
教
え
た
こ
と
の
効

果
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ�

．
上
履
き
を
揃そ
ろ

え
て
礼
を
し
て
体
育
館

に
入
っ
て
行
き
ま
す
。
相
手
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
養
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

◇

　

意
見
交
換
の
途
中
、
視
察
員
か
ら
同
大

学
や
同
国
内
の
武
道
人
気
に
つ
い
て
の
現

状
説
明
が
あ
っ
た
。
同
大
学
は
第
２
次
世

界
大
戦
後
に
柔
道
・
空
手
道
を
教
る
よ
う

に
な
り
、
教
員
に
な
る
に
は
柔
道
・
空
手

道
が
必
修
科
目
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

空
手
道
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
つ
い
で
４
番
目

に
人
気
が
あ
り
、
親
も
強
い
関
心
を
示
し

て
い
る
。
集
中
力
・
忍
耐
力
な
ど
の
向
上

を
期
待
し
て
お
り
、
習
い
事
と
し
て
も
人

気
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
視
察
員
か
ら
吉
川
常
任
理
事
・

事
務
局
長
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

今
回
の
表
敬
訪
問
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の

さ
ら
な
る
武
道
の
普
及
を
目
指
す
た
め
、

同
大
学
が
計
画
し
た
「
武
道
セ
ン
タ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
２
０
２
２
年
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ

た
「
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
結
ぶ
武
道
文

化
交
流
事
業
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
た
阿
部
哲
史
氏
が
き
っ
か
け
と
な
り

実
現
し
た
。

■
意
見
交
換
等

■
意
見
交
換
等

心技体 人を育てる総合誌
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■視察員
エンドレ・ニーメット
【ハンガリー体育・スポーツ科学大学格闘技学科学科長 /柔道六段】
ラースロー・チャークバーリ
【ハンガリー体育・スポーツ科学大学格闘技学科准教授/空手道八段】
アドリアン・マジャール
【ハンガリー体育・スポーツ科学大学格闘技学科講師 /空手道三段】
阿部哲史
【�国際武道大学体育学部武道学科特任准教授（ハンガリー体育・スポ
ーツ科学大学格闘技学科に出向中：武道文化論を担当、剣道七段）】

〇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
の
背
景
・
概
要

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
１
９
９
７
年
に
柔

道
、
２
０
１
７
年
に
空
手
道
が
中
等
学
校

（
日
本
の
中
学
３
年
～
高
校
３
年
生
に
相

当
）
に
お
け
る
体
育
科
の
教
材
と
し
て
認

可
を
受
け
、
現
在
、
指
導
可
能
な
学
校
で

は
武
道
授
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

学
校
教
育
で
は
、
小
学
校
と
中
等
学
校
の

体
育
科
で
「
毎
日
体
育
」
と
称
し
て
週
５

時
間
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、

成
人
病
の
予
防
対
策
を
含
め
、
幼
少
年
期

に
運
動
に
親
し
む
生
活
習
慣
を
習
得
さ
せ

る
狙
い
が
あ
る
。
こ
う
し
た
情
勢
を
受

け
、同
国
の
武
道
に
対
す
る
関
心
が
高
い
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
体
育
大
学
で
は
、
柔
道
と

空
手
道
が
教
員
養
成
コ
ー
ス
の
必
修
科
目

と
な
り
、
22
年
９
月
に
は
、
同
国
の
国
政

改
変
に
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
が
、
従
来
の
人
材

開
発
省
か
ら
国
防
省
の
管
轄
下
に
配
置
移

動
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
同
大
学
の
格
闘

技
学
科
で
は
、
同
国
内
の
武
道
普
及
と
学

校
教
育
で
の
活
用
推
進
を
目
的
と
し
て
、

「
武
道
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称

す
る
計
画
を
国
防
省
に
提
示
し
た
。

　

23
年
に
国
防
省
と
の
協
議
を
経
て
翌
24

年
６
月
に
申
請
が
認
可
さ
れ
、
以
下
の
活

動
等
を
進
め
て
い
る
。

①
調
査

・�

日
本
の
学
校
教
育
に
お
け
る
武
道
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
の
視
察

②
普
及

・�

学
校
体
育
で
活
用
す
る
指
導
書（
柔
道
・

空
手
道
）
作
成
と
配
布

③
研
究

・�

武
道
研
究
、
特
に
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

「
生
涯
武
道
」
に
関
す
る
情
報
収
集

ハンガリー体育大学「武道センタープロジェクト」とはハンガリー体育大学「武道センタープロジェクト」とは
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ニュース　少林寺拳法グループ　新春行事

　

１
月
12
日
、
香
川
県
多
度
津
町
に
あ
る
金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺
に
て
少
林
寺
拳
法
グ

ル
ー
プ
の
新
春
行
事
が
行
わ
れ
た
。
本
行
事
に
は
日
本
各
地
か
ら
約
800
名
が
参
加
し
新

年
の
始
ま
り
を
祝
っ
た
。

井上会長代行（左）による挨拶（新春修練会）

─
─
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
２
０
２
５
年
新
春
行
事

　

新
春
修
練
会
で
は
、
全
国
か
ら
希
望
し

た
拳
士
が
、
小
学
生
以
下
の
少
年
部
と
中

学
生
以
上
の
一
般
部
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ

日
本
各
地
か
ら
約
８
０
０
名
が
参
加

日
本
各
地
か
ら
約
８
０
０
名
が
参
加

新春のつどい（書道パフォーマンス）

修
練
会
。
一
年
の
始
ま
り
で
す
か
ら
、
大

き
な
気
合
を
出
し
て
元
気
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
！
」
と
の
呼
び
か
け
の
後
、
基
本
修

練
を
行
い
、
大
き
な
気
合
が
道
場
内
に
響

き
渡
っ
た
。
そ
の
後
２
人
一
組
に
分
か
れ

相
対
演
練
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
元
気
い

っ
ぱ
い
に
新
年
初
の
修
練
を
楽
し
ん
で
い

た
。

　

一
般
部
で
は
、
井
上
弘
会
長
代
行
、
志

村
力
指
導
員
、
荒
井
章
士
指
導
員
に
よ
る

指
導
の
も
と
、
剛
法
、
柔
法
の
基
本
法
形

を
中
心
に
、
技
の
原
理
原
則
の
確
認
か
ら

応
用
変
化
に
至
る
ま
で
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
幅
広
く
修
練
が
行
わ
れ
た
。

　

修
練
会
の
締
め
括く
く

り
に
あ
た
り
、
井
上

会
長
代
行
が
、「
少
林
寺
拳
法
の
目
的
は
、

社
会
に
役
立
つ
人
づ
く
り
で
す
。
例
え
ば

当
連
盟
の
事
業
の
一
つ
に
大
会
が
あ
り
ま

す
が
、
大
会
は
目
標
で
あ
っ
て
ゴ
ー
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
目
標
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
大
会
に
向
け
た
演
武
修
練
で
は
指

導
者
の
指
導
の
も
と
、
お
互
い
を
信
じ
合

い
な
が
ら
修
練
を
重
ね
、
拳
士
同
士
の
信

頼
関
係
、
絆
が
深
ま
り
、
周
り
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
醸
成
さ
れ
ま
す
。
指
導
者
そ

し
て
拳
士
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
こ
と
を
大

切
に
し
て
今
年
一
年
間
、
励
ん
で
く
だ
さ

い
！
」
と
力
強
く
呼
び
か
け
た
。

　

修
練
の
後
は
、
境
内
で
新
春
の
つ
ど
い

が
開
催
さ
れ
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

地
元
の
多
度
津
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
は
じ
め
、「
多
度
津

京
極
少
林
寺
拳
法
太
鼓
」
の
演
奏
や
迫
真

あ
る
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。
終
日
、
盛
況

の
内
に
終
了
し
、
新
た
な
幕
開
け
と
な
っ

た
。

（
少
林
寺
拳
法
連
盟 

振
興
普
及
部
）

新春修練会・少年部

て
修
練
が
行
わ
れ
た
。

　

少
年
部
で
は
、
冒
頭
、
谷
聡
士
指
導
員

と
野
村
竜
雅
指
導
員
よ
る
「
今
日
は
新
春

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　少年少女武道指導書刊行

日
本
武
道
協
議
会
設
立
45
周
年
記
念

『
少
年
少
女
武
道
指
導
書

【
映
像
解
説
付
き
】』
が
刊
行

4

　武道は、心と体の「芯」をつくるものだと考えています。生きていく中で、「これが自分
の中心だ」という腰と肚

はら

があると、勇気が湧いてきます。武道は、勇気の源をつくってくれ
ると信じています。
　武道の良さは、技を鍛錬することです。技は1日、2日の稽古では身につきません。何千回、
何万回と繰り返し稽古をして、ようやく身につくのです。そうして身についた技は一生自分
のものになります。技は自分を自由にしてくれます。得意技があると自信をもって試合に臨
むことができます。技を身につけるということは、心と体の「芯」をつくることです。学校
でも、社会に出てからも、技を身につければ、自分が揺らぐことはありません。自由になれ
るということは大きな力になります。小さい頃から武道を経験することに大きな意義がある
のです。

　私は小学校の時に柔道教室に通い、中学高校では授業で柔道と剣道を、20 代には空手道
をやっていたので、武道に対して親近感があります。稽古の前に、正座をして先生も生徒も
いっしょに礼をします。神聖な道場で、これから大切な修錬の時間をもつ、そのことに対し
て礼をしているのです。お互いにこの時間を大切にしようという気持ちが武道の心だと思い
ます。武の心とは、臍

せい

下
か

丹
たん

田
でん

に、グッと心が落ち着いていて、冷静沈着な状態をいうのでは
ないでしょうか。人に対して荒々しくなく、機敏に行動できて、精神を高く保つことです。
その中心にあるのは勇気です。勇気というのは知性でもあります。知性とは新しいものにチャ
レンジしていくこと、恐れないことです。武道を続けることで、この勇気が養われるのです。
　子どもたちに武道を教えたこともあります。子どもたちは素直で、いっしょにやっている
と楽しくなります。できないことができるようになり、それを活用できる、同時に体を鍛え
ることができる、武道は今の時代に一番必要だと思います。これからの時代は、心身ともに
強くなければ、生きていけない厳しい社会になっていくでしょう。厳しい社会を生きていく
ため、ストレスをむしろ力に変えていくことが必要です。武道は常に何かと戦う状況ですか
ら、ストレスがあるわけです。ストレスを楽しみに変えていく。そういう前向きな気持ちを
武道で培ってもらいたいのです。

武道のすすめ
明治大学教授　　齋藤　孝

巻頭言

5

巻頭言　武道のすすめ

　武道の稽古を続けることによって、「知性・判断力」「人に対する優しさ」「勇気をもって
行動する」、この三つを同時に身につけることができます。これからの時代、子どもから大
人まで武道をみんなで楽しんでもらえたら、日本の未来は明るいと信じています。

　しかし、武道の稽古に励む子どもたちが減っていることは心配です。大事なのは、若い指
導者がどんどん出てくることです。若い指導者の方には、日本の将来を背負っているという
気概・自信・確信をもって指導に臨んでいただきたいと願います。
　武道を指導するということは、体と心の鍛錬を通して未来を創っていく、日本の魂を育て
ていくことではないでしょうか。指導者自身が子どもたちの魂を育むための世話をするとい
う、非常に価値のある尊い仕事だと自覚してほしいのです。指導者が自覚をもつことによっ
て、子どもたちの将来が明るくなるのです。指導者の皆さんが 100 年先を見て、日本の精神
文化、身体文化を継承していくという、この価値にぜひ目覚めてほしいと願います。100 年
後につなぐタスキを自分は受け取っているのだという強い気持ちで指導を続けてほしいと思
います。

　子どもの頃はいろいろな習い事があると思いますが、子どもにとって最も必要なのは武道
です。子どものうちに鍛えておいてほしいのは、メンタル、心です。武道は心と体をいっしょ
に鍛えることができます。今の時代は心が弱っている人が非常に増えています。心身が弱い
と生きていくのがつらくなります。そうならないようにするにはどうしたらよいか。武道を
やって、心と体を鍛えていくのです。一生涯その強さは、自分の味方になってくれます。武
道をやることによって、自分自身に自信がついて、強さを手に入れて、明るくなれるという
確信をもって取り組んでほしいと思います。
　武道を続けていると、体の中心軸や臍下丹田を意識するようになり、全身を使う力と稽古
に耐える精神力が鍛えられます。長い人生を明るく過ごすために必要なものが武道にはあり
ます。子どもたちに必要なものが武道、武道教育にはあります。これこそ、私が武道をすす
める所

ゆえん

以です。

礼の心は武道の心
（令和 5年度全日本少年少女武道〈柔道〉錬成大会より）

A4 サイズ 全 10 巻
日本武道館ホームページから
無料ダウンロードできます

　

日
本
武
道
協
議
会
設
立
45
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
少
年
少
女
の
武
道
を
活
性
化

す
る
た
め
、「
安
全
で
、
楽
し
く
、
充
実

し
た
武
道
指
導
」
を
目
指
し
、
基
本
指
導

を
主
と
し
た
９
武
道
の
指
導
内
容
と
武
道

の
概
要
を
10
分
冊
に
し
た
『
少
年
少
女
武

道
指
導
書
【
映
像
解
説
付
き
】』
を
、
２

月
に
同
協
議
会
が
刊
行
し
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
日
本
武
道
協
議
会
加
盟
10 

団
体
（
全
日
本
柔
道
連
盟
・
全
日
本
剣
道

連
盟
・
全
日
本
弓
道
連
盟
・
日
本
相
撲
連

盟
・
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
合
気
会
・
少

林
寺
拳
法
連
盟
・
全
日
本
な
ぎ
な
た
連

盟
・
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
・
日
本
武
道
館
）

が
各
道
の
分
冊
本
を
編
集
し
ま
し
た
。
完

成
し
た
本
書
は
、
全
国
の
中
学
校
や
町
道

場
な
ど
に
無
償
配
す
る
と
と
も
に
、
少
年

少
女
の
武
道
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
皆
様

方
に
向
け
て
日
本
武
道
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
無
償
公
開
し
ま
す
。

「
勝
ち
負
け
」
で
は
な
く
「
少
年
少
女
の

健
全
育
成
」
に
重
点
を
置
い
た
武
道
指
導

書
で
あ
り
、
基
本
内
容
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
あ
る
の
で
、
学
校
・
町
道
場
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
の
少
年
少
女
の
武
道

指
導
に
最
適
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
本
書
・
映
像
解
説
を
指
導
現
場
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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	140-141news少林寺・指導書刊行.pdf



